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特 長 

○苗は例年より勢いが良く、根の部分がフサフサで長いです。 

○葉の色が濃く、大きく育ちました。 

○甘味を強く感じ、食味が非常に良いです。 

○発酵肥料とスーパーＥＲの併用で地力が高まり、土が柔らかく病害虫に大変強くなりました。 
    

栽培地状況 
○小田原市の東部に位置した玉ねぎに適した土壌でブランド地区です。 

○２００６年よりスーパーＥＲを使用しています。 

○ねぎの他に水稲１０アール、ミカン早生５アール、中手１０アール、青島２５アールを栽培しています。 
    

施用状況         ＜２００６年～＞   １０アール当たり 

 日付 希釈倍率 施用量 

種まき時期 ９月２０日 

土壌潅水 
１回目 １１月上旬～下旬 

２回目 １月上旬～中旬 

作物への

散布 

１回目 １月２８日 

１０００倍 ３５０ℓ 

 
２回目 ２月２８日 

３回目 ３月２６日 イオン化カルシウム 

１０００倍液混入 ４回目 ４月２０日 

収穫時期 ５月上旬 ～ ６月上旬 

 
  
生産者の声 

○農薬に頼らない、安心・安全な作物を作るためにこれからの土壌作りが課題です。 

○露地栽培で天候に左右されやすいが、スーパーＥＲの使用で様々な困難を乗り越える事が出来、栽培が用意

になりました。 

○手探り状態で使用していましたが、素晴しい効果を感じましたので、来年も続行してまいります。 

 
 

◆ご使用にあたってのポイント 
・ 今回の結果はスーパーＥＲを使用する事により、肥料の分解と植物の活性が促進され、栄養分の吸収力が高

まったと考えられます。その為、好結果が出た後の土壌中の肥料分は多量に消費されておりますので、来年

度の土壌への施肥は充分に行う必要があります。 

・ スーパーＥＲの過剰使用は一時的に良い結果が現れますが、後に何らかの弊害が出る可能性もありますの

で、施用方法に従い使用をしてください。 

・ スーパーＥＲの使用で、土壌の微生物の環境が整い、微生物が定着することにより、地温が上昇し作物の生

長促進がみられる場合があります。 

・ これらの現象は、農薬等の作用とは全く異なるもので土壌環境等の調整であり、スーパーＥＲは農薬でも特定

農薬でもありません。 

 

例年より１８０％増収し、１個当たりの比重が高く、食味が非常に良いです。 
また、連作障害による病害虫に強いと感じました。 

 


